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日
本
人
の
朝
鮮
（
韓
国
、
北
朝
鮮
）
認
識
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
優
れ
た
研
究
蓄
積
が
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
主
に
中
世
、
近
世
、
近
代
の
日
本
人
を
対
象
に
し
て
お
り
、
そ
の
手
法
は
日
本
人
が
書
い
た
書
物
を
分
析
す
る

も
の
で
あ
る1

。
戦
後
に
お
け
る
日
本
人
の
朝
鮮
認
識
に
つ
い
て
は
、
主
に
新
聞
社
、
世
論
調
査
会
社
が
広
範
囲
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
、
そ
の
結
果
を
多
角
的
に
分
析
し
た
報
告
が
多
数
で
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
日
本
人
を
対
象
と
し
た
研
究
の
中
で
そ
の
範
囲
を
限
定
し
、
日
本
人
大
学
生
に
焦
点
を
絞
っ
た
研
究
も
多
く
、
生
越
直
樹
、
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岡
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林
炫
情
、
姜
姫
正
、
呉
正
培
、
金
絃
哲
、
松
本
一
見
、
尹
秀
美
、
南
相
瓔
、
金
庚
芬
な
ど
の
論
文
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
主
な
特
徴

と
し
て
、
次
の
三
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
単
独
、
あ
る
い
は
複
数
の
大
学
の
日
本
人
学
生
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
主
に
「
初
習
言
語
」
学
習
者
を
対
象
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
三
に
、「
初
習
言
語
」
学

習
者
を
朝
鮮
語
学
習
者
、
非
朝
鮮
語
学
習
者
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
朝
鮮
観
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
あ
る2

。
私
も
一
九
九
二
年
五

月
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
朝
鮮
語
を
教
え
て
い
た
四
大
学
（
専
修
大
学
、
獨
協
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
、
中
央
大
学
）
で
、
学
生
に
朝
鮮

関
連
の
新
書
を
一
冊
選
ん
で
、
合
計
二
〇
四
本
の
感
想
文
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
学
生
が
対
象
と
し
た
本
の
分
野
と
そ
の
内
容
を
分
析
し

た
こ
と
が
あ
る3

。
こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
、
単
独
、
あ
る
い
は
複
数
大
学
の
日
本
人
大
学
生
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
た
も
の
が
中
心
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

本
稿
で
は
日
本
人
学
生
の
朝
鮮
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
際
、
三
つ
の
新
し
い
視
点
を
提
示
す
る
。
第
一
に
対
象
を
福
岡
大
学
人
文
学
部

東
ア
ジ
ア
地
域
言
語
学
科
（
以
下
、
Ｌ
Ａ
）
の
学
生
に
限
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
福
岡
大
学
は
朝
鮮
半
島
と
距
離
的
に
近
い
た
め
、
朝

鮮
へ
の
認
識
も
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
東
北
大
学
、
金
沢
大
学
と
は
異
な
っ
た
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
学
生
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
な
く
、
ゼ
ミ
に
お
け
る
報
告
の
題
目
を
対
象
と
す
る
点
で
あ
る
。
学
生
は
短
時
間
に
報
告
の
題
目
を
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
ま
た
一
定
期
間
そ
の
問
題
を
集
中
的
に
考
え
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
学
生
の
明
確
な
意
思
の
一
端
が
、
象
徴

的
に
表
れ
る
も
の
が
報
告
の
題
目
で
あ
る
。
第
三
に
、「
初
習
言
語
」
学
習
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二
年
生
、
四
年
生
も
加
え
て
、
そ
の
朝

鮮
観
を
対
象
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

2（　）
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本
稿
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
私
が
二
〇
二
〇
年
前
期
の
Ｌ
Ａ
の
ゼ
ミ
（
一
年
、
二
年
、
四
年
）
で
、
学
生
が
提
出
し
た
レ

ジ
ュ
メ
の
報
告
題
目
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
私
は
前
期
に
一
年
生
、
二
年
生
（
韓
国
コ
ー
ス
）、
四
年
生
（
韓

国
コ
ー
ス
）
の
ゼ
ミ
を
担
当
し
た
。
学
生
が
報
告
課
題
と
し
て
提
出
し
た
レ
ジ
ュ
メ
は
、
一
年
生
が
六
六
本
、
二
年
生
が
一
七
本
、
四
年

生
が
一
二
本
、
合
計
九
五
本
で
あ
る
。

　

本
稿
は
こ
れ
ら
の
九
五
本
の
報
告
題
目
を
基
本
史
料
と
し
て
、
こ
の
分
析
を
行
う
。
考
察
の
対
象
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、

Ｌ
Ａ
の
学
年
別
の
学
生
が
ど
の
よ
う
な
朝
鮮
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
学
年
が
上
が
る
に
し
た
が
っ
て
、
学

生
の
朝
鮮
認
識
が
い
か
に
変
化
す
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
Ｌ
Ａ
に
お
け
る
専
門
教
育
の
現
状
と
、
今
後
の
課
題
を
展
望
す
る

上
で
も
意
味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
報
告
題
目
の
一
部
は
私
が
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
若
干
変
更
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
学
生
の
題
目
自
体
が
内
容

と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
っ
た
た
め
で
、
学
生
の
報
告
時
に
私
か
ら
題
目
の
変
更
を
提
案
し
、
了
解
し
て
も
ら
っ
た
。

一
・
一
年
生
ゼ
ミ

（
１
）
全
体
の
傾
向

　

二
〇
二
〇
年
度
の
Ｌ
Ａ
一
年
生
は
六
八
名
で
あ
る
。
こ
れ
を
四
ク
ラ
ス
（
Ａ
〜
Ｄ
ク
ラ
ス
）
に
分
け
、「
中
国
・
韓
国
学
入
門
演
習
」（
一
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年
ゼ
ミ
）
を
お
こ
な
っ
た
。
私
は
こ
の
四
ク
ラ
ス
の
内
、
二
ク
ラ
ス
（
Ｂ
ク
ラ
ス
、
Ｄ
ク
ラ
ス
）
を
担
当
し
た
。
こ
れ
以
外
に
、
間
ふ
さ

子
氏
（
中
国
コ
ー
ス
教
員
）
が
Ａ
ク
ラ
ス
、
大
澤
武
司
氏
（
中
国
コ
ー
ス
教
員
）
が
Ｃ
ク
ラ
ス
を
各
々
担
当
し
た
。
一
ク
ラ
ス
の
学
生
数

は
平
均
一
七
名
程
度
で
あ
る
。
私
が
担
当
し
た
学
生
数
は
Ｂ
ク
ラ
ス
（
水
曜
日
三
限
）
が
一
五
名
、
Ｄ
ク
ラ
ス
（
木
曜
日
一
限
）
が
一
八

名
で
、
合
計
三
三
名
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
二
年
生
（
一
名
は
未
履
修
者
、
一
名
は
編
入
者
）
も
二
名
含
ま
れ
て
い
る
。
一
年
生
全
体
で

見
る
と
、
六
八
名
の
内
の
三
一
名
（
四
五
・
六
％
）
で
あ
る
。
三
三
名
の
性
別
は
女
性
が
三
一
名
、
男
性
が
二
名
（
二
年
生
）
で
あ
る
。

　

例
年
だ
と
、
一
年
ゼ
ミ
の
課
題
は
三
つ
あ
る
。
①
東
ア
ジ
ア
（
韓
国
、
北
朝
鮮
、
中
国
、
台
湾
、
香
港
、
在
日
な
ど
）
を
対
象
に
、
関

心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
報
告
す
る
こ
と
で
あ
る
。
事
前
に
レ
ジ
ュ
メ
の
作
り
方
を
教
え
、
授
業
の
た
び
に
学
生
の
報
告
レ
ジ
ュ
メ
を
修
正
し

な
が
ら
、
全
体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
。
②
全
体
で
六
班
（
Ａ
〜
Ｆ
）
を
作
り
、
各
班
（
二
〜
三
名
）
で
東
ア
ジ
ア
に
関
す
る
新
書
を

一
冊
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
全
員
で
分
担
し
て
要
約
す
る
こ
と
で
あ
る
。
目
的
は
新
書
の
要
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
学
生

間
の
共
同
作
業
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
報
告
者
以
外
の
学
生
は
他
班
の
報
告
を
聞
く
こ
と
で
、
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
知
識
を
広
め
て
い

く
。
③
個
人
で
レ
ポ
ー
ト
、
論
文
の
書
き
方
に
関
す
る
文
庫
か
新
書
を
一
冊
読
み
、
そ
の
感
想
文
を
書
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
レ
ポ
ー

ト
、
論
文
の
書
き
方
の
初
歩
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
レ
ポ
ー
ト
、
論
文
を
執
筆
す
る
際
の
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
。

　

し
か
し
、
二
〇
二
〇
年
前
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
に
、
全
て
の
授
業
は
遠
隔
授
業
と
な
り
、
一
年
ゼ
ミ
も
遠

隔
授
業
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
学
生
は
福
岡
大
学
構
内
に
入
れ
ず
、
図
書
館
の
本
を
全
く
使
用
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
。

　

非
常
事
態
で
あ
る
た
め
、
今
年
は
従
来
の
一
年
ゼ
ミ
の
方
式
を
次
の
よ
う
に
大
幅
に
変
更
し
た
。
①
福
岡
大
学
図
書
館
の
新
聞
記
事
検

4（　）
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索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
記
事
を
検
索
し
、
自
分
の
関
心
あ
る
テ
ー
マ
で
内
容
を
ま
と
め
て
報
告
す
る
こ
と
で
あ
る
。
文
末
に

は
使
用
し
た
新
聞
の
紙
名
と
年
月
日
を
記
入
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
一
年
生
が
外
部
か
ら
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る

場
合
は
事
前
の
登
録
が
必
要
な
の
で
、
そ
の
方
法
を
教
え
た
。
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
各
種
資
料
を
利
用
し
て
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ

を
一
つ
設
定
し
、
調
べ
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。
で
き
る
限
り
信
用
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
。
こ
れ
も

参
考
文
献
と
し
て
、
文
末
に
使
用
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
題
目
、
ア
ド
レ
ス
、
最
終
確
認
日
を
記
入
す
る
よ
う
に
し
た
。
③
レ
ポ
ー
ト
、

論
文
の
書
き
方
に
関
す
る
新
書
、
文
庫
を
必
ず
一
冊
を
書
店
や
古
書
店
で
購
入
し
、
そ
の
感
想
文
を
提
出
す
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
部
分

は
従
来
と
同
じ
方
法
を
踏
襲
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
一
年
ゼ
ミ
の
方
法
を
変
更
し
た
た
め
、
前
期
は
一
年
ゼ
ミ
履
修
学
生
三
三
名
が
一
名
二
回
ず
つ
、
合
計
六
六
本
の
報
告
を

行
っ
た
。
こ
の
報
告
の
題
目
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
Ｌ
Ａ
の
一
年
生
が
東
ア
ジ
ア
の
ど
の
よ
う
な
地
域
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
年
生
は
短
時
間
に
他
学
科
の
科
目
も
含
め
、
次
々
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
自
分
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
報
告
の
題
目
を
設
定
し
た
も
の
と
想
定
す
る
。
私
が
担
当
し
た
二
ク
ラ
ス
（
Ｂ
ク
ラ
ス
、
Ｄ
ク
ラ

ス
）
の
報
告
題
目
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
、
一
定
の
差
異
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
こ
の
差
異
に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
、
合
計
六
六

本
の
報
告
題
目
全
体
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。

　

た
だ
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
限
界
が
あ
る
。
第
一
に
は
、
一
年
生
の
学
生
四
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
質
的
な
差
異
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
私
が

担
当
し
た
二
ク
ラ
ス
に
あ
る
種
の
偏
り
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
間
ふ
さ
子
氏
、
大
澤
武
司
氏
が
行
っ
た
一
年
ゼ
ミ
は
私
と
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は
全
く
異
な
っ
た
方
法
を
取
っ
た
た
め
、
そ
の
偏
り
を
客
観
的
に
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
は
一
年
生
学
生
の

約
半
数
の
学
生
の
傾
向
を
包
括
的
に
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

　

第
二
に
は
、
ゼ
ミ
担
当
の
私
が
韓
国
コ
ー
ス
の
教
員
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
が
学
生
の
報
告
題
目
設
定
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性

を
全
く
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
前
述
の
理
由
と
同
じ
く
、
私
が
行
っ
た
ゼ
ミ
運
営
方
式
を
中
国
コ
ー
ス
の
教
員

が
行
っ
た
場
合
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
に
と
ど
め
る
。

　

こ
う
し
た
二
つ
の
点
を
前
提
に
し
た
上
で
、
一
年
生
三
三
名
が
報
告
し
た
合
計
六
六
本
の
報
告
題
目
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
報
告
の
題

目
が
対
象
と
す
る
地
域
を
見
て
み
る
。
多
い
順
に
並
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

１
・
朝
鮮
関
連
（
韓
国
、
北
朝
鮮
、
南
北
関
係
、
在
日
）　

五
三
本
（
八
〇
・
三
％
）

　
　

２
・
中
国
関
連
（
中
国
、
台
湾
、
香
港
、
在
日
）　　
　
　

一
二
本
（
一
八
・
二
％
）

　
　

３
・
東
ア
ジ
ア
全
域　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
本
（
一
・
五
％
）

　

全
体
の
約
八
〇
％
は
朝
鮮
関
連
で
あ
り
、
圧
倒
的
な
数
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｌ
Ａ
の
一
年
生
は
こ
の
時
点
で
は
朝
鮮
関
連
へ
の

関
心
が
と
て
も
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
福
岡
大
学
へ
の
入
学
の
動
機
も
、
朝
鮮
関
連
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
だ

ろ
う
。

　

二
節
で
朝
鮮
関
連
の
題
目
五
三
本
を
分
析
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
他
の
一
三
本
（
中
国
関
連
一
二
本
、
東
ア
ジ
ア
全
域
一
本
）
の

題
目
を
み
る
。
東
ア
ジ
ア
全
域
を
対
象
に
し
た
学
生
の
題
目
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
東
ア
ジ
ア
」
だ
っ
た
。
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
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ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
各
国
（
韓
国
、
中
国
、
香
港
）
の
対
応
を
具
体
的
に
述
べ
た

も
の
だ
っ
た
。
時
事
問
題
と
し
て
、
大
き
な
関
心
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

中
国
関
連
の
報
告
題
目
一
二
本
の
内
訳
は
、
表
１
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
二
つ

の
点
を
指
摘
す
る
。

　

ま
ず
地
域
別
に
見
る
と
、
中
国
が
六
本
（
五
〇
％
）、
台
湾
が
四
本

（
三
三
・
三
％
）、
香
港
が
一
本
（
八
・
三
％
）、
在
日
が
一
本
（
八
・
三
％
）
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
中
国
が
一
番
多
い
も
の
も
、
台
湾
へ
の
関
心
も
か
な
り
高
い
。

逆
に
言
え
ば
、
予
想
外
に
一
年
生
に
と
っ
て
中
国
へ
の
関
心
が
低
い
と
い
え

る
。
中
国
政
府
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
政
治
的
な
諸
問
題
が
多
い
た
め
、
一
年

生
に
は
あ
ま
り
好
意
を
持
た
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

続
い
て
、
分
野
別
に
見
て
み
る
。
中
国
は
社
会
が
四
本
、
文
化
が
二
本
、
政

治
が
一
本
で
あ
る
。
政
治
の
題
目
は
中
国
社
会
が
抱
え
る
諸
問
題
（
大
学
入

試
、
一
人
子
政
策
、
訪
日
観
光
客
の
爆
買
い
）
で
あ
り
、
現
実
を
よ
く
見
て
い

る
。
ま
た
、
文
化
の
題
目
は
、
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
、
中
国
式
化
粧
法
で
あ
り
、

女
性
ら
し
い
視
点
で
あ
る
。
政
治
の
報
告
で
は
、
ウ
イ
グ
ル
族
弾
圧
を
あ
げ
て

表１・中国関連（中国、台湾、香港、在日）の報告題目

番号 対象 分野 題　　　　　　目

1 中国 社会 中国の大学入試「高考」

2 中国 社会 中国の一人子政策

3 中国 社会 訪日中国人観光客の爆買い

4 中国 文化（生活） チャイナドレスの歴史

5 中国 文化（生活） チャイボーグメイクの日本での流行

6 中国 政治 ウイグル族を苦しめる「一つの中国」

7 台湾 政治 台湾の蔡英文政権の葛藤と称賛

8 台湾 政治 台湾と日本の関係

9 台湾 地理 台湾の観光名物「夜市」の魅力

10 台湾 地理 私がしたい台湾旅行

11 香港 政治 香港に導入される国家安全維持法

12 在日 社会 日本のチャイナタウン

7（　）

福
岡
大
学
人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
地
域
言
語
学
科
学
生
の
朝
鮮
認
識
︵
広
瀬
︶

一
一
四
三



い
る
者
が
い
る
。

　

台
湾
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
、
政
治
が
二
本
、
地
理
が
二
本
で
あ
る
。
政
治
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
短
期
間
で
鎮
圧
し
た
蔡

英
文
政
権
へ
の
高
い
評
価
が
見
ら
れ
る
。
地
理
の
二
本
は
観
光
で
あ
り
、
一
年
生
が
台
湾
観
光
に
関
心
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
２
）
朝
鮮
関
連
題
目
の
分
析

　

表
２
は
朝
鮮
関
連
（
韓
国
、
北
朝
鮮
、
南
北
関
係
、
在
日
）
の
題
目
五
三
本
を
分
野
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
次
の
こ

と
が
わ
か
る
。

　

第
一
に
、
対
象
別
で
見
る
と
、
韓
国
が
四
九
本
（
九
二
・
五
％
）、
北
朝
鮮
が
二
本
（
三
・
八
％
）、
南
北
関
係
が
一
本
（
一
・
九
％
）、
在

日
朝
鮮
人
が
一
本
（
一
・
九
％
）
で
あ
る
。
一
年
生
の
関
心
は
九
〇
％
以
上
が
韓
国
に
あ
り
、
北
朝
鮮
、
南
北
関
係
、
在
日
朝
鮮
人
は
ほ

と
ん
ど
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
。
Ｌ
Ａ
の
一
年
生
の
大
部
分
は
韓
国
を
学
ぶ
た
め
に
、
Ｌ
Ａ
に
入
学
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
に
、
韓
国
関
連
の
四
九
本
を
分
野
別
で
多
い
順
に
み
る
と
、
文
化
が
一
四
本
（
二
八
・
六
％
）、
ア
イ
ド
ル
が
一
二
本

（
二
四
・
五
％
）、
社
会
が
八
本
（
一
六
・
三
％
）、
政
治
が
四
本
（
八
・
二
％
）、
経
済
が
三
本
（
六
・
一
％
）、
地
理
が
三
本
（
六
・
一
％
）、

ド
ラ
マ
が
二
本
（
四
・
一
％
）、
そ
の
他
が
二
本
（
四
・
一
％
）
と
な
る
。
つ
ま
り
、
文
化
と
ア
イ
ド
ル
の
合
計
で
二
六
本
と
な
り
、
こ
の

二
項
目
で
全
体
の
五
二
・
八
％
を
占
め
て
い
る
。

　

最
も
多
い
文
化
は
一
四
本
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
一
本
は
食
文
化
で
あ
り
、
四
本
は
生
活
文
化
で
あ
る
。
韓
国
の
食
文
化
と
し
て
、
キ

ム
チ
、
チ
ャ
ジ
ャ
ン
麺
、
袋
ラ
ー
メ
ン
、
お
茶
、
伝
統
茶
、
美
酢
（
健
康
食
品
）、
マ
ッ
コ
リ
、
焼
酎
、
伝
統
料
理
な
ど
が
あ
が
っ
て
い
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番号 分野 題　　　　　　目

1 文化（食） これであなたもキムチが好きになる

2 文化（食） 韓国の発酵食品キムチの歴史

3 文化（食） 韓国の料理チャジャンミョン

4 文化（食） 韓国の茶の歴史と伝統茶

5 文化（食） 韓国のお酢美酢の楽しさ

6 文化（食） 韓国の伝統酒マッコリに迫る

7 文化（食） 韓国の焼酎

8 文化（食） 韓国の飲酒文化

9 文化（食） 韓国の袋麺文化

10 文化（食） 韓国のカフェ巡り

11 文化（食） 「チャングムの誓い」から見る伝統料理

12 文化（生活） 韓国式オンドルの過去と現在

13 文化（生活） 韓国の韓服文化と日本の和服文化

14 文化（生活） 韓国の正月「ソルラル」

15 アイドル 韓国のK-POP 文化

16 アイドル K-POP の歴史と市場

17 アイドル 韓国の自主製作アイドル SEVENTEEN

18 アイドル 韓国の爆発的歌唱グループMAMAMOO

19 アイドル 韓国の努力型アイドル・イデウィ

20 アイドル 韓国の少女時代の魅力と現在

21 アイドル 韓国のアイドル・ファンミョンの魅力

22 アイドル 韓国の輝く SHINEE

23 アイドル 韓国の 11 年目アイドルーHIGL.JOHTの魅力

24 アイドル 韓国の「国潮ブーム」

25 アイドル 韓国のマスター文化とアイドル

26 アイドル 韓国のオーデション番組 PRODUCE101

27 アイドル 日韓の架け橋となる古家正亭

28 社会 韓国の大学入試

29 社会 韓国はなぜ自殺者が多いか

30 社会 韓国人の離婚とその背景

31 社会 韓国における出生率減少の背景

32 社会 韓国の競争社会とその背景

33 社会 韓国の新型コロナウイルス対策

34 社会 韓国人が愛する PC房

35 社会 韓国のロッテワールド

36 政治 韓国のセマウル運動

表 2・朝鮮関連（韓国、北朝鮮、南北、在日）の報告題目
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る
。
日
本
と
は
異
な
る
食
文
化
に
学
生
は
関
心
を
持
つ
の
だ

ろ
う
。
生
活
文
化
で
は
、
日
本
に
は
な
い
オ
ン
ド
ル
、
韓

服
、
旧
正
月
の
風
俗
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

た
だ
注
意
す
る
こ
と
は
、
一
年
生
の
場
合
、
実
際
に
韓
国

を
訪
問
し
た
学
生
は
数
名
に
過
ぎ
ず
、
高
校
の
行
事
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
観
光
を
数
日
間
し
た
実
体
験
し
か
も
た
な
い
。

つ
ま
り
こ
こ
で
登
場
す
る
文
化
の
題
目
は
一
年
生
が
マ
ス
コ

ミ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
、
表
象
と

し
て
の
韓
国
の
異
文
化
で
あ
る
。

　

次
に
多
い
の
は
、
多
彩
な
音
楽
グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
ド
ル
で

あ
る
。
題
目
と
し
て
、
音
楽
グ
ル
ー
プ
（K

―PO
P

、

SE
V
E
N
T
E
E
N

、M
A
M
A
M
O
O

、SH
IN
E
E

、H
IG
L 

JO
H
T

、
フ
ァ
ン
ミ
ョ
ン
、
少
女
時
代
、
国
潮
）
が
九
本
、

フ
ァ
ン
組
織
の
マ
ス
タ
ー
、
ア
イ
ド
ル
発
掘
番
組
の

PRO
D
U
CE

１
０
１
、
朝
鮮
語
が
堪
能
な
Ｍ
Ｃ
の
古
谷
正

番号 分野 題　　　　　　目

37 政治 なぜ、「共に民主党」は選挙で圧勝したのか

38 政治 韓国の徴兵制度

39 政治 徴用工訴訟問題をめぐる日韓関係の現在

40 経済 韓国の貧困

41 経済 韓国の青年失業問題

42 経済 韓国のキャッシュレス事情

43 地理 済州島の文化と歴史

44 地理 済州島とその世界遺産

45 地理 釜山市の観光地海竜宮

46 ドラマ 「冬のソナタ」はなぜヒットしたか

47 ドラマ 韓国ドラマはなぜ人気なのか

48 宗教 韓国キリスト教の布教活動

49 歴史 消えた名護屋城

50 北朝鮮 北朝鮮の南北共同連絡事務所爆破事件

51 北朝鮮 金賢姫と大韓航空機爆破事件の全貌

52 南北関係 朝鮮半島における統一の可能性

53 在日 生野コリアタウンの歴史と現状
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亭
が
一
本
ず
つ
で
あ
る
。
一
年
生
に
と
っ
て
は
音
楽
グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
ド
ル
こ
そ
が
、
韓
国
を
感
じ
る
最
も
身
近
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
。

ア
イ
ド
ル
の
一
二
本
（
二
四
・
五
％
）
に
ド
ラ
マ
の
二
本
（
四
・
一
％
）
を
加
え
れ
ば
、
一
四
本
（
二
八
・
六
％
）
と
な
る
。
つ
ま
り
こ
の

二
つ
を
韓
流
と
し
て
ま
と
め
れ
ば
、
文
化
の
一
四
本
（
二
八
・
六
％
）
と
同
率
一
位
と
な
る
。
一
年
生
が
近
年
の
韓
流
の
流
入
・
普
及
・

定
着
に
強
く
惹
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
高
校
時
代
ま
で
に
韓
流
に
惹
か
れ
た
学
生
が
Ｌ
Ａ
に
入
学
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

私
は
韓
国
コ
ー
ス
の
教
員
な
の
で
、
ア
イ
ド
ル
に
つ
い
て
も
一
定
の
関
心
を
持
ち
、
で
き
る
だ
け
関
連
資
料
を
読
む
よ
う
に
し
て
い

る
。
た
だ
、
時
間
的
余
裕
が
な
い
の
で
動
画
は
ほ
と
ん
ど
見
て
い
な
い
。
ア
イ
ド
ル
で
学
生
が
報
告
し
た
各
グ
ル
ー
プ
は
私
が
知
っ
て
い

る
も
の
も
い
れ
ば
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
当
然
で
は
あ
る
が
、
私
は
す
で
に
韓
流
の
流
行
に
完
璧
に
遅
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
多
彩
な
ア
イ
ド
ル
名
か
ら
み
る
と
、
一
年
生
が
高
校
生
時
代
に
ど
れ
だ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
韓
流
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
か

が
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
学
生
は
ア
イ
ド
ル
の
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
す
で
に
朝
鮮
語
を
学
び
始
め
て
お
り
、
中
に
は
「
原
文
を
読
ん
で
、

す
べ
て
理
解
し
た
い
」
と
の
思
い
で
Ｌ
Ａ
に
入
学
し
た
と
語
る
学
生
も
い
る
。

　

例
年
一
年
生
と
教
員
の
対
面
式
の
時
、
学
生
に
短
い
自
己
紹
介
を
や
っ
て
も
ら
う
。
大
多
数
の
学
生
が
語
る
の
は
大
好
き
な
ア
イ
ド
ル

名
で
あ
り
、
学
生
は
「
〇
〇
（
ア
イ
ド
ル
名
）
が
好
き
な
人
が
い
た
ら
、
話
か
け
て
下
さ
い
」
と
語
る
。
こ
の
事
実
も
上
記
の
数
字
を
裏

付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
社
会
が
八
本
あ
る
。
こ
れ
ら
の
題
目
（
大
学
入
試
、
自
殺
者
、
離
婚
、
出
生
率
減
少
、
競
争
社
会
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
、
ロ
ッ
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テ
ワ
ー
ル
ド
）
は
日
本
で
よ
く
報
道
さ
れ
る
韓
国
社
会
の
特
徴
的
な
一
面
で
あ
る
。
高
校
生
ま
で
に
こ
れ
ら
の
単
語
や
現
象
に
関
心
を
持

ち
、
今
回
は
実
際
に
調
査
し
て
報
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
に
、
政
治
が
四
本
あ
る
。
最
近
の
選
挙
結
果
、
微
用
工
訴
訟
、
徴
兵
制
度
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
接
し
て
い
る
と

か
ら
関
心
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
年
生
は
全
く
新
聞
を
読
ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
情
報
に
接
す
る
唯
一
の
機
会
で
あ

る
。
現
在
の
問
題
で
あ
る
こ
れ
ら
の
題
目
が
出
て
き
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
一
年
生
が
生
ま
れ
る
前
の
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
の
セ

マ
ウ
ル
運
動
が
出
て
き
た
の
に
は
驚
い
た
。

　

第
五
に
、
経
済
が
三
本
、
地
理
が
三
本
あ
る
。
経
済
の
報
告
題
目
（
貧
困
、
青
年
失
業
問
題
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
情
）
は
韓
国
経
済

の
特
徴
を
あ
げ
て
い
る
。
地
理
の
三
本
の
中
、
二
本
が
済
州
島
で
あ
る
。
済
州
島
に
な
ぜ
関
心
が
あ
る
の
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
一
本
は
好

き
な
ア
イ
ド
ル
が
こ
こ
の
出
身
だ
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
る
。
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
話
し
を
す
る
と
、
ア
イ
ド
ル
へ
の
関
心
が
根
底
に
あ

り
、
そ
こ
か
ら
関
心
が
多
方
面
（
ア
イ
ド
ル
が
軍
隊
に
入
営
し
た
、
ア
イ
ド
ル
が
好
き
な
食
べ
物
、
ア
イ
ド
ル
が
通
っ
た
大
学
、
ア
イ
ド

ル
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

二
・
韓
国
コ
ー
ス
二
年
生
ゼ
ミ

　

Ｌ
Ａ
で
は
一
年
生
は
一
〇
月
に
韓
国
コ
ー
ス
か
、
中
国
コ
ー
ス
か
を
志
望
す
る
「
コ
ー
ス
分
け
」
を
行
う
。
学
生
の
希
望
を
全
面
的
に
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尊
重
し
、
数
の
差
が
あ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
間
、
学
生
数
は
韓
国
コ
ー
ス
が
中
国
コ
ー
ス
よ
り
若
干
多
か
っ

た
が
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
は
こ
れ
が
逆
転
し
、
二
〇
二
〇
年
の
二
年
生
は
韓
国
コ
ー
ス
が
三
四
名
、
中
国
コ
ー
ス
が
三
六
名
で

あ
る
。

　

一
年
生
前
期
で
圧
倒
的
多
数
が
朝
鮮
関
連
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
例
年
「
コ
ー
ス
分
け
」
で
ほ
ほ
同
数
に
な
る
の
は
い
く

つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
Ｌ
Ａ
の
一
年
生
は
一
年
間
、
朝
鮮
語
を
四
コ
マ
、
中
国
語
を
四
コ
マ
ず
つ
学
ぶ
。
ま
ず
、
こ
の
過
程
で
中

国
語
、
中
国
コ
ー
ス
へ
の
新
し
く
強
い
興
味
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
続
い
て
、
実
際
に
朝
鮮
語
を
勉
強
し
て
み
た
結
果
、
文
字
や
発
音
に

つ
い
て
い
け
ず
、
最
終
的
に
は
当
初
の
希
望
を
断
念
す
る
学
生
が
い
る
。
さ
ら
に
は
、
将
来
を
考
慮
す
る
と
、
朝
鮮
語
よ
り
も
世
界
で
使

用
可
能
者
が
多
い
中
国
語
が
就
職
活
動
に
有
利
で
は
な
い
か
と
判
断
す
る
学
生
が
出
て
く
る
。
こ
う
し
た
各
種
の
要
因
に
耐
え
て
残
っ
た

学
生
が
、
韓
国
コ
ー
ス
に
や
っ
て
く
る
。

　

韓
国
コ
ー
ス
の
二
年
生
学
生
は
半
分
に
分
か
れ
て
、「
韓
国
学
基
礎
演
習
」（
二
年
ゼ
ミ
）
を
履
修
す
る
。
二
〇
二
〇
年
前
期
は
韓
国

コ
ー
ス
学
生
の
二
年
生
三
四
名
を
二
つ
に
分
け
、
一
ク
ラ
ス
一
七
名
を
私
が
、
二
ク
ラ
ス
一
七
名
を
安
藤
純
子
氏
が
担
当
し
た
。
後
期
に

は
教
員
が
交
代
す
る
こ
と
で
、
学
生
は
一
年
間
に
二
名
の
教
員
の
ゼ
ミ
を
受
け
る
。
二
年
ゼ
ミ
は
三
年
次
か
ら
始
ま
る
本
格
的
な
ゼ
ミ
選

択
（
三
年
、
四
年
）
の
た
め
の
前
段
階
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
二
年
ゼ
ミ
教
員
は
朝
鮮
関
連
の
幅
広
い
知
識
を
教
え
、
学
生
が
自
ら
調
査

し
、
報
告
す
る
こ
と
に
習
熟
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

私
は
例
年
二
年
ゼ
ミ
で
は
、
次
の
三
つ
の
課
題
を
出
し
て
い
る
。
①
個
人
の
研
究
報
告
を
一
回
行
う
。
一
年
ゼ
ミ
で
は
参
考
文
献
を
文
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末
に
ま
と
め
て
掲
載
す
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
二
年
ゼ
ミ
で
は
脚
注
方
式
と
す
る
。
厳
密
に
補
注
を
つ
け
る
訓
練
を
す
る
。
②
私
が
指
定
し

た
新
書
の
中
か
ら
各
班
（
二
〜
三
名
）
が
一
冊
を
選
び
、
全
員
で
分
担
し
て
一
冊
の
内
容
を
要
約
し
、
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。
③
レ

ポ
ー
ト
・
論
文
の
書
き
方
に
関
す
る
文
庫
、
新
書
を
一
冊
読
み
、
感
想
文
を
提
出
す
る
。

　

二
〇
二
〇
年
前
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
学
生
が
福
岡
大
学
に
入
構
で
き
ず
、
各
班
で
一
冊
の
新
書
を
分
担
し
て
要
約
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
事
前
に
私
が
朝
鮮
関
連
で
、
良
質
の
新
書
を
指
定
し
て
一
冊
ず
つ
学
生
の
自
宅
に
送
り
、
担

当
す
る
新
書
を
要
約
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
短
時
間
に
新
書
一
冊
を
全
部
読
み
、
要
約
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の

で
、
い
く
つ
か
の
章
を
要
約
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
③
一
年
生
と
同
様
に
、
レ
ポ
ー
ト
、
論
文
の
書
き
方
に
関
す
る
文
庫
か
新
書
を
書

店
か
古
書
店
で
一
冊
買
い
、
そ
の
内
容
の
感
想
文
を
送
付
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
こ
れ
は
例
年
と
同
様
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
前
期
の
二
年
ゼ
ミ
は
一
七
名
で
、
女
性
一
六
名
、
男
性
一
名
で
あ
る
。
学
生
一
七
名
が
行
っ
た
報
告
題
目
を
ま
と
め
た
も

の
が
表
３
で
あ
る
。
次
の
四
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
地
域
別
に
見
る
と
、
一
七
本
全
て
が
韓
国
に
集
中
し
て
お
り
、
北
朝
鮮
、
在
日
朝
鮮
人
は
一
本
も
な
い
。
学
生
は
Ｌ
Ａ
で
の

一
年
間
の
大
学
生
活
を
経
た
後
で
も
韓
国
に
し
か
関
心
を
持
た
ず
、
北
朝
鮮
や
在
日
朝
鮮
人
、
あ
る
い
は
世
界
中
で
生
活
す
る
朝
鮮
人
に

は
全
く
興
味
が
な
い
。
コ
ー
ス
名
は
「
韓
国
コ
ー
ス
」
で
あ
る
が
、
私
と
し
て
は
幅
広
い
関
心
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
点
で
残
念
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
韓
国
へ
の
関
心
分
野
を
多
い
順
に
み
る
と
、
文
化
が
八
本
（
四
七
・
一
％
）、
社
会
が
五
本
（
二
九
・
四
％
）、
政
治
と
経
済
が

二
本
（
一
一
・
八
％
）
ず
つ
で
あ
る
。
文
化
は
食
文
化
が
四
本
、
生
活
文
化
が
四
本
で
あ
る
。
文
化
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
の
背
景
に
は
、
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二
年
生
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
韓
国
へ
の
短
期
留

学
、
旅
行
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
み
る
。

二
年
生
が
短
期
滞
在
者
と
し
て
外
部
か
ら
韓
国
社
会
を
観
察

す
る
と
、
韓
国
文
化
の
異
質
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
。
食
文
化
と
し
て
、
毎
日
の
お
か
ず
、
焼
肉
、
伝
統
茶
、

飲
酒
が
あ
が
っ
て
い
る
。
生
活
文
化
も
同
様
で
、
日
本
と
は

違
う
お
風
呂
、
葬
儀
、
礼
儀
、
旧
正
月
に
関
心
が
集
ま
る
。

　

第
三
に
、
社
会
の
五
本
の
表
題
は
韓
国
を
外
部
か
ら
観
察

し
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
中
で
感
じ
た
題
目
で
あ
る
。
前

者
は
就
職
事
情
、
教
育
目
標
で
あ
り
、
後
者
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
で
あ
る
。
二
年
生
が
韓

国
滞
在
中
に
ど
の
よ
う
な
体
験
を
し
て
い
る
か
を
う
か
が
わ

せ
る
題
目
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
政
治
、
経
済
が
い
ず
れ
も
二
本
ず
つ
で
あ
る
。

政
治
の
題
目
（
死
刑
制
度
、
住
民
登
録
番
号
）、
経
済
の
題

番号 分野 題　　　　　　目

1 文化（食） 韓国の種類豊富な毎日のおかず

2 文化（食） 韓国の焼肉文化

3 文化（食） 韓国の伝統茶と日本のお茶

4 文化（食） 韓国の飲酒文化

5 文化（生活） 韓国のお風呂事情

6 文化（生活） 韓国の葬儀文化

7 文化（生活） 韓国の礼儀・マナー

8 文化（生活） 韓国の旧正月

9 社会 韓国の就職事情

10 社会 韓国のコンビニエンスストア

11 社会 韓国国民にとってのゲーム

12 社会 韓国のカラオケ事情

13 社会 韓国の教育目標と国民性

14 政治 韓国の死刑制度と死刑囚

15 政治 韓国の住民登録番号とネット社会

16 経済 韓国と日本の物価の違い

17 経済 韓国の賃貸住宅

表 3・2年生（韓国コース）の報告題目
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目
（
物
価
、
賃
貸
住
宅
）
は
韓
国
の
内
実
を
あ
る
程
度
理
解
し
て
い
な
い
と
出
て
こ
な
い
題
目
で
あ
る
。
Ｌ
Ａ
で
の
一
年
間
の
学
習
成
果

が
こ
れ
ら
に
は
若
干
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

第
五
に
、
韓
国
へ
の
関
心
で
あ
っ
て
も
、
現
在
に
全
て
集
中
し
て
お
り
、
過
去
や
将
来
（
展
望
）
に
関
す
る
も
の
は
一
本
も
な
い
。
二
年

生
は
現
在
の
韓
国
を
自
分
の
視
点
で
切
り
取
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
い
ま
だ
大
き
な
時
間
軸
、
空
間
軸
の
中
で
韓
国
を
位
置
づ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

三
・
韓
国
コ
ー
ス
四
年
生
ゼ
ミ

　

韓
国
コ
ー
ス
の
二
年
生
は
毎
年
一
一
月
に
三
年
次
の
ゼ
ミ
教
員
を
志
望
す
る
。
志
望
書
に
は
第
三
希
望
教
員
名
ま
で
記
入
さ
せ
、
数
に

大
き
な
差
が
あ
る
場
合
、
第
二
希
望
の
範
囲
内
で
学
生
を
移
動
さ
せ
る
。
韓
国
コ
ー
ス
教
員
は
四
名
で
あ
り
、
安
藤
純
子
氏
（
日
韓
関

係
、
日
朝
関
係
）、
松
﨑
真
日
氏
（
韓
国
語
学
、
韓
国
語
教
育
）、
柳
忠
熙
氏
（
文
学
、
思
想
史
）、
広
瀬
（
歴
史
）
と
専
門
が
わ
か
れ
る
。

た
だ
後
述
す
る
よ
う
に
、
教
員
の
専
門
性
だ
け
で
学
生
が
三
年
ゼ
ミ
教
員
を
選
定
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
教
員
と
の
相
性
や
親
密
度
な

ど
、
か
な
り
流
動
性
が
あ
る
。
Ｌ
Ａ
で
は
三
年
ゼ
ミ
、
四
年
ゼ
ミ
は
同
一
教
員
と
な
り
、
途
中
で
の
ゼ
ミ
教
員
の
変
更
は
原
則
と
し
て
認

め
て
い
な
い
。

　

今
年
の
広
瀬
ゼ
ミ
に
は
三
年
生
が
い
な
い
。
こ
れ
は
私
が
二
〇
二
一
年
三
月
末
で
定
年
退
職
す
る
の
で
、
学
生
の
募
集
を
行
わ
な
か
っ
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た
。
そ
の
理
由
は
、
広
瀬
ゼ
ミ
で
三
年
生
と
し
て
一
年
間
だ
け
在
籍
し
て
も
、
再
度
四
年
生
で
ゼ
ミ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

で
あ
る
。

　

現
在
の
四
年
生
は
一
二
名
で
、
全
員
が
女
性
で
あ
る
。
一
二
名
の
内
訳
は
、
在
校
組
（
三
年
次
に
福
岡
大
学
に
在
籍
）
が
七
名
、
留
学

組
（
三
年
次
は
韓
国
で
一
年
間
留
学
）
が
五
名
で
あ
る
。
こ
の
二
グ
ル
ー
プ
に
は
朝
鮮
語
の
習
熟
度
と
朝
鮮
関
連
理
解
度
で
は
大
き
な
差

が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
広
瀬
ゼ
ミ
で
は
、
史
料
を
読
む
年
度
、
論
文
（
日
本
語
、
朝
鮮
語
）
を
読
む
年
度
を
一
年
お
き
に
お
こ
な
っ
て
き
た
。
今
年

の
四
年
ゼ
ミ
は
史
料
を
読
む
年
度
だ
っ
た
。
大
き
な
課
題
は
二
つ
あ
り
、
史
料
の
講
読
と
個
人
報
告
で
あ
る
。

　

第
一
の
課
題
は
史
料
講
読
で
あ
る
。
例
年
だ
と
私
が
指
定
し
た
リ
ス
ト
の
中
か
ら
図
書
館
の
蔵
書
を
一
冊
ず
つ
選
ん
で
も
ら
い
、
そ
の

内
容
を
要
約
し
、
史
料
批
判
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
前
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
、
そ
れ
が
不
可
能

だ
っ
た
。
こ
の
た
め
私
が
四
月
に
朝
鮮
近
代
史
（
一
八
六
〇
年
代
〜
一
九
四
五
年
）
の
一
次
史
料
（
主
に
朝
鮮
人
の
著
書
で
、
平
凡
社
の

東
洋
文
庫
）
を
学
生
個
人
に
一
冊
ず
つ
送
付
し
、
そ
の
史
料
を
要
約
し
、
史
料
批
判
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

第
二
の
課
題
は
学
生
の
個
人
報
告
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
代
史
に
限
定
せ
ず
、
朝
鮮
（
韓
国
、
北
朝
鮮
、
南
北
関
係
、
在
日
、
そ
の
他
）

に
関
す
る
も
の
な
ら
何
で
も
よ
い
と
し
て
い
る
。
今
回
は
一
二
名
の
学
生
が
い
る
の
で
、
一
二
本
の
報
告
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
報
告

題
目
は
、
表
４
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
も
前
述
し
た
理
由
と
同
様
に
、
韓
国
コ
ー
ス
四
年
生
三
一
名
の
内
の
一
二
名

（
三
八
・
七
％
）
の
報
告
題
目
で
あ
る
。
広
瀬
ゼ
ミ
と
し
て
は
他
の
教
員
の
ゼ
ミ
に
比
べ
て
一
定
の
偏
り
が
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
直
ち
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に
韓
国
コ
ー
ス
四
年
生
全
体
の
傾
向
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
な
前
提
下
で
、
表
４
を
見
て
い
く
。
特
徴
と
し
て
、
次
の
四
つ
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
韓
国
コ
ー
ス
二
年
生
の
報
告
題
目
で
も
指
摘
し
た
が
、
一
二
本

が
全
て
韓
国
を
対
象
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
北
朝
鮮
、
在
日
朝
鮮
人
、
世

界
中
に
存
在
す
る
朝
鮮
人
に
関
す
る
も
の
が
一
本
も
な
い
。
学
生
は
四
年
生

の
時
点
で
も
、
基
本
的
に
韓
国
に
し
か
興
味
を
持
っ
て
い
な
い
。

　

第
二
に
、
報
告
題
目
を
見
る
と
社
会
が
三
本
（
二
五
％
）、
政
治
、
経
済
、

ド
ラ
マ
が
二
本
（
一
六
・
七
％
）
ず
つ
で
、
情
報
、
歴
史
、
文
化
が
一
本

（
八
・
三
％
）
ず
つ
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
四
年
生
の
関
心
が
特

定
の
分
野
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の
個
性
と
問
題
意
識
が
か
な
り

多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
だ
け
ゼ
ミ
の
報
告
で
は
自
分
な
り

に
韓
国
の
諸
相
を
狭
く
、
深
く
掘
り
下
げ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

第
三
に
、
社
会
が
三
本
、
政
治
、
経
済
が
二
本
ず
つ
と
な
り
、
合
計

五
八
・
三
％
に
な
る
。
こ
れ
は
資
本
主
義
国
で
あ
る
韓
国
を
多
方
面
か
ら
分

番号 分野 表　　　　　　題

1 社会 韓国の幼児教育

2 社会 韓国の就職活動の現状

3 社会 韓国の日本語学習者ー規模と特徴

4 政治 韓国政府のコロナ・ウイルス対策

5 政治 韓国の国民請願制度

6 経済 韓国のコンテンツ産業の現状

7 経済 韓国コスメ産業のマーケッティング戦略

8 ドラマ 人気があるNetflix 内の韓国コンテンツ

9 ドラマ 韓国と日本のドラマ比較

10 情報 スマートフォーンが韓国社会に与える影響

11 歴史 開化派と甲申政変

12 文化（食） 韓国の出前文化

表 4・4年生（韓国コース）の報告題目
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析
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
特
に
報
告
題
目
に
「
産
業
」
が
つ
く
も
の
が
二
本
あ
り
、「
人
、
モ
ノ
、
金
、
情
報
」
の
流
れ
と
そ

の
集
積
の
一
端
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

　

第
四
に
、
韓
国
へ
の
関
心
で
あ
っ
て
も
、
一
三
本
の
中
、
一
二
本
は
現
在
に
全
て
集
中
し
て
お
り
、
過
去
の
歴
史
は
一
本
だ
け
で
あ

る
。
こ
の
一
本
だ
け
が
、
本
来
の
広
瀬
ゼ
ミ
ら
し
さ
と
い
え
る
。

　

第
五
に
、
報
告
題
目
を
在
校
組
と
留
学
組
の
違
い
か
ら
見
て
み
る
。
一
言
で
は
い
え
な
い
が
、
留
学
組
が
報
告
し
た
題
目
は
、
国
民
請

願
制
度
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ー
ン
等
、
韓
国
を
深
く
見
つ
め
て
い
る
題
目
が
多
い
。
一
年
間
韓
国
に
留
学
す
れ
ば
、
衣

食
住
の
生
活
や
基
本
的
な
会
話
は
当
た
り
前
の
こ
と
に
な
り
、
よ
り
根
源
的
な
問
題
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

四
・
学
年
ご
と
の
報
告
題
目
変
化
の
特
徴

　

こ
れ
ま
で
Ｌ
Ａ
の
一
年
生
、
二
年
生
（
韓
国
コ
ー
ス
）、
四
年
生
（
韓
国
コ
ー
ス
）
の
報
告
題
目
の
特
徴
を
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
学
生

の
学
年
が
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
朝
鮮
認
識
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
も
何
回
も
前
述
し
た

よ
う
に
、
明
確
に
断
定
で
き
る
内
容
で
は
な
く
、
一
つ
の
傾
向
を
指
し
示
す
程
度
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

　

ま
ず
、
一
年
生
か
ら
二
年
生
（
韓
国
コ
ー
ス
）
へ
の
上
昇
で
あ
る
。
一
年
生
の
朝
鮮
関
連
の
報
告
は
五
三
本
で
あ
り
、
対
象
別
で
見
る

と
、
韓
国
が
四
九
本
（
九
二
・
五
％
）、
北
朝
鮮
が
二
本
（
三
・
八
％
）、
南
北
関
係
が
一
本
（
一
・
九
％
）、
在
日
朝
鮮
人
が
一
本
（
一
・
九
％
）

19（　）

福
岡
大
学
人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
地
域
言
語
学
科
学
生
の
朝
鮮
認
識
︵
広
瀬
︶

一
一
五
五



だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
分
野
別
で
み
る
と
、
文
化
が
一
四
本
（
二
八
・
六
％
）、
ア
イ
ド
ル
が
一
二
本
（
二
四
・
五
％
）、
社
会
が
八
本

（
一
六
・
三
％
）、
政
治
が
四
本
（
八
・
二
％
）、
経
済
が
三
本
（
六
・
一
％
）、
地
理
が
三
本
（
六
・
一
％
）、
ド
ラ
マ
が
二
本
（
四
・
一
％
）、

そ
の
他
が
二
本
（
四
・
一
％
）
と
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
二
年
生
（
韓
国
コ
ー
ス
）
の
報
告
題
目
は
、
一
年
生
の
報
告
題
目
と
比
較
し
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
一
年
ゼ
ミ
で
は
韓
国
関
連
の
一
二
本
（
二
四
・
五
％
）
が
ア
イ
ド
ル
を
報
告
の
対
象
に
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
関
す
る
報
告

が
一
本
も
な
い
点
で
あ
る
。
た
だ
、
留
意
す
る
こ
と
は
二
年
生
な
る
と
ア
イ
ド
ル
に
関
す
る
関
心
が
急
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

逆
に
二
年
生
の
ア
イ
ド
ル
へ
の
関
心
は
よ
り
深
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
間
学
生
は
福
岡
市
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
阪
府
、
東
京
都
、
ソ
ウ
ル

市
、
釡
山
市
に
ま
で
ア
イ
ド
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ
て
お
り
、
関
心
の
強
さ
は
維
持
さ
れ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
よ
り
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
年
生
に
な
る
と
ア
イ
ド
ル
へ
の
関
心
は
あ
く
ま
で
も
「
私
事
」
で
あ
り
、
学
生
が
「
ゼ
ミ
で
報
告
す
る
内
容

で
は
な
い
」
と
判
断
し
、
一
定
の
自
制
が
働
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
文
化
の
報
告
題
目
が
八
本
（
四
七
・
一
％
）
で
あ
る
こ
と
だ
。
一
年
生
の
文
化
が
一
四
本
（
二
八
・
六
％
）
な
の
に
比
べ
る
と

一
八
・
五
ポ
イ
ン
ト
も
高
い
。
よ
り
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
二
年
生
は
全
員
が
一
年
次
に
韓
国
へ
短

期
留
学
や
観
光
で
訪
問
し
て
い
る
た
め
、
文
化
へ
の
関
心
は
実
体
験
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
報
告
の
内
容
は
よ
り
具
体
的
で

あ
り
、
詳
細
で
あ
る
。
報
告
題
目
と
し
て
、
毎
日
の
お
か
ず
、
飲
酒
文
化
、
お
風
呂
事
情
、
葬
儀
文
化
、
礼
儀
な
ど
は
、
一
年
生
の
報
告

題
目
に
は
見
ら
れ
な
い
項
目
で
あ
る
。
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第
三
に
、
社
会
の
報
告
題
目
が
五
本
（
二
九
・
四
％
）
で
あ
る
こ
と
だ
。
一
年
生
は
社
会
の
報
告
題
目
は
八
本
（
一
六
・
三
％
）
な
の
に

対
し
て
、
一
三
・
一
ポ
イ
ン
ト
も
高
い
。
二
年
生
の
報
告
題
目
は
、
就
職
事
情
、
教
育
目
標
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ゲ
ー
ム
、
カ

ラ
オ
ケ
で
あ
る
。
一
年
生
の
社
会
に
関
す
る
報
告
題
目
は
多
様
で
あ
る
が
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
伝
え
る
表
面
的
な

内
容
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
二
年
生
の
報
告
内
容
は
よ
り
具
体
的
で
、
詳
細
で
あ
る
。

　

最
後
に
二
年
生
（
韓
国
コ
ー
ス
）
の
報
告
題
目
と
、
四
年
生
（
韓
国
コ
ー
ス
）
の
報
告
題
目
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
三
年
生

（
韓
国
コ
ー
ス
）
の
報
告
題
目
が
な
い
た
め
二
年
間
の
差
が
あ
り
、
比
較
検
討
を
す
る
に
多
少
無
理
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
比
較
に
は
、

対
象
学
生
の
数
と
質
に
よ
っ
て
若
干
の
限
界
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
二
年
生
が
韓
国
コ
ー
ス
全
員
の
半
分
で
あ
る
一
七
名
な
の
に
対
し
、

四
年
生
は
ゼ
ミ
教
員
選
択
を
行
っ
た
後
の
一
二
名
（
全
体
の
三
八
・
七
％
）
で
あ
る
た
め
だ
。
た
だ
、
私
の
ゼ
ミ
は
本
来
歴
史
を
主
と
す

る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
報
告
一
二
本
の
う
ち
で
こ
れ
に
該
当
す
る
報
告
題
目
は
一
本
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
は
私
の
専
門
以
外
の
領

域
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
広
瀬
ゼ
ミ
の
四
年
生
の
報
告
題
目
は
他
の
韓
国
コ
ー
ス
教
員
三
名
（
安
藤
純
子
氏
、
松
﨑
真
日
氏
、
柳
忠
熙
氏
）

の
ゼ
ミ
学
生
と
、
韓
国
に
関
す
る
認
識
面
で
は
共
通
す
る
部
分
が
か
な
り
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　

二
年
生
一
七
名
の
韓
国
へ
の
関
心
分
野
を
多
い
順
に
み
る
と
、
文
化
が
八
本
（
四
七
・
一
％
）、
社
会
が
五
本
（
二
九
・
四
％
）、
政
治
が

二
本
（
一
一
・
八
％
）、
経
済
が
二
本
（
一
一
・
八
％
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
四
年
生
一
二
名
の
韓
国
へ
の
関
心
分
野
を
多
い
順
に
み

る
と
、
社
会
が
三
本
（
二
五
％
）、
政
治
、
経
済
、
ド
ラ
マ
が
二
本
（
一
六
・
七
％
）
ず
つ
で
、
情
報
、
歴
史
、
文
化
が
一
本
（
八
・
三
％
）

ず
つ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。

21（　）

福
岡
大
学
人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
地
域
言
語
学
科
学
生
の
朝
鮮
認
識
︵
広
瀬
︶

一
一
五
七



　

第
一
に
、
四
年
生
で
は
文
化
へ
の
関
心
が
大
き
く
低
下
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
二
年
生
が
四
七
・
一
％
な
の
に
対
し
、
四
年
生
は
八
・

三
％
と
、
三
八
・
八
ポ
イ
ン
ト
も
低
下
し
て
い
る
。
四
年
生
に
な
る
と
韓
国
の
生
活
に
も
習
熟
し
（
五
名
の
学
生
は
一
年
間
韓
国
に
留
学

し
た
）、
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
点
は
異
文
化
へ
の
違
和
感
が
一
時
的
に
な
く
な
る
段
階
で
あ
る
。
こ

の
た
め
報
告
題
目
と
し
て
取
り
上
げ
る
積
極
的
な
必
要
が
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
社
会
、
政
治
、
経
済
へ
の
関
心
が
よ
り
強
ま
っ
て
い
る
。
二
年
生
で
は
各
々
一
一
・
八
％
な
の
に
対
し
、
四
年
生
は
社
会
が

二
五
％
、
政
治
と
経
済
が
各
々
一
六
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
四
年
生
は
二
年
生
に
比
べ
て
、
社
会
が
一
三
・
二
％
、
政
治
と
経
済
が
各
々

四
・
九
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。
四
年
生
の
こ
れ
ら
分
野
の
報
告
題
目
に
は
、
幼
児
教
育
、
日
本
語
学
習
者
、
国
民
請
願
制
度
、
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
、
コ
ス
メ
産
業
と
、
二
年
生
の
報
告
に
は
な
い
も
の
が
新
た
に
登
場
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
四
年
生
の
報
告
題

目
に
は
、
資
本
主
義
国
で
あ
り
、
先
進
国
の
韓
国
の
断
面
を
切
り
取
っ
た
報
告
題
目
が
多
く
み
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
二
年
生
の
報
告
題
目
は
文
化
が
四
七
・
一
％
、
社
会
が
二
九
・
四
％
と
、
突
出
し
た
分
野
が
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
四
年
生
の

報
告
題
目
は
社
会
が
二
五
％
、
政
治
と
経
済
が
各
々
一
一
・
八
％
と
均
衡
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
四
年
生
に
な
る
と
韓
国
を
見
る
視
点
が

複
雑
化
、
多
様
化
し
、
他
者
に
は
な
い
、
自
分
な
り
の
問
題
意
識
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
日
本
人
学
生
の
朝
鮮
関
連
（
韓
国
、
北
朝
鮮
、
南
北
関
係
、
在
日
）
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
先
行
研

究
で
は
、
単
独
、
あ
る
い
は
複
数
大
学
の
学
生
を
調
査
対
象
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
新

し
い
視
点
を
二
つ
指
摘
し
た
。
ま
ず
、
対
象
の
学
生
を
福
岡
大
学
人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
地
域
学
科
（
Ｌ
Ａ
）
の
学
生
に
限
定
し
た
。
続
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
な
く
、
ゼ
ミ
に
お
け
る
報
告
題
目
を
分
析
の
対
象
と
し
た
。

　

史
料
は
私
が
二
〇
二
〇
年
前
期
、
Ｌ
Ａ
の
ゼ
ミ
（
一
年
、
二
年
、
四
年
）
で
学
生
が
提
出
し
報
告
題
目
で
あ
る
。
学
生
が
報
告
し
た
レ

ジ
ュ
メ
は
一
年
生
が
六
六
本
（
三
三
名
）、
二
年
生
（
韓
国
コ
ー
ス
）
が
一
七
本
（
一
七
名
）、
四
年
生
（
韓
国
コ
ー
ス
）
が
一
二
本
（
一
二

名
）、
合
計
九
五
本
で
あ
る
。
学
年
の
学
生
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
一
年
生
（
六
八
名
）
が
四
八
・
五
％
、
二
年
（
三
四
名
）
が

五
〇
％
、
四
年
生
（
三
一
名
）
が
三
八
・
七
％
に
あ
た
る
。
分
析
の
結
果
は
Ｌ
Ａ
の
学
生
全
体
数
の
約
四
六
％
程
度
と
い
え
る
。
ま
ず
、

学
生
ご
と
の
学
生
の
報
告
題
目
を
分
析
し
た
。
続
い
て
、
一
年
生
と
二
年
生
、
二
年
生
と
四
年
生
の
報
告
題
目
を
比
較
検
討
し
た
、

　

一
年
生
の
報
告
題
目
を
分
析
す
る
と
、
朝
鮮
関
連
が
五
三
本
（
八
〇
・
三
％
）、
中
国
関
連
が
一
二
本
（
一
八
・
二
％
）、
東
ア
ジ
ア
全
域

が
一
本
（
一
・
五
％
）
で
あ
る
。
約
八
〇
％
が
朝
鮮
関
連
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
朝
鮮
関
連
五
三
本
を
対
象
別
で
見
る
と
、
韓
国

が
四
九
本
（
九
二
・
五
％
）、
北
朝
鮮
が
二
本
（
三
・
八
％
）、
南
北
関
係
が
一
本
（
一
・
九
％
）
で
あ
る
。
朝
鮮
関
連
の
九
〇
％
以
上
が
韓
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国
と
圧
倒
的
で
あ
る
。
韓
国
関
連
の
四
九
本
を
分
野
別
で
多
い
順
に
み
る
と
、
文
化
が
一
四
本
（
二
八
・
六
％
）、
ア
イ
ド
ル
が
一
二
本

（
二
四
・
五
％
）、
社
会
が
八
本
（
一
六
・
三
％
）、
政
治
が
四
本
（
八
・
二
％
）
と
な
る
。
文
化
と
ア
イ
ド
ル
を
合
わ
せ
る
と
、
三
六
本

（
五
三
・
一
％
）
と
過
半
数
を
超
え
る
。

　

二
年
生
の
報
告
題
目
を
地
域
別
に
見
る
と
、
一
七
本
全
て
が
韓
国
で
あ
る
。
韓
国
へ
の
関
心
分
野
を
多
い
順
に
み
る
と
、
文
化
が
八
本

（
四
七
・
一
％
）、
社
会
が
五
本
（
二
九
・
四
％
）、
政
治
が
二
本
（
一
一
・
八
％
）、
経
済
が
二
本
（
一
一
・
八
％
）
で
あ
る
。
文
化
の
高
さ
の

背
景
に
は
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
韓
国
へ
の
短
期
留
学
、
旅
行
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
み
る
。
短
期
滞
在
者
と
し
て
外
部

か
ら
韓
国
社
会
を
観
察
す
る
と
、
韓
国
文
化
の
異
質
を
強
く
感
じ
る
の
だ
ろ
う
。

　

四
年
生
の
報
告
題
目
を
地
域
別
に
見
る
と
、
一
二
本
全
て
が
韓
国
で
あ
る
。
報
告
題
目
を
見
る
と
、
社
会
が
三
本
（
二
五
％
）、
政
治
、

経
済
、
ド
ラ
マ
が
二
本
ず
つ
（
各
々
一
六
・
七
％
）
で
、
情
報
、
歴
史
、
文
化
が
一
本
ず
つ
（
各
々
八
・
三
％
）
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

四
年
生
の
関
心
が
特
定
の
分
野
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の
個
性
と
問
題
意
識
が
か
な
り
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

れ
だ
け
報
告
時
に
は
自
分
な
り
に
韓
国
の
諸
相
を
狭
く
、
深
く
掘
り
下
げ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

一
年
生
と
二
年
生
の
報
告
題
目
を
比
較
す
る
。
ま
ず
一
年
生
で
は
一
二
本
（
二
四
・
五
％
）
の
ア
イ
ド
ル
が
二
年
生
で
は
一
本
も
な
く

な
る
。
ア
イ
ド
ル
へ
の
関
心
は
維
持
、
強
化
し
て
い
る
も
の
の
、
大
学
で
の
報
告
は
「
私
事
」
と
し
て
一
定
の
自
制
が
働
い
て
い
る
と
み

る
。
ま
た
、
文
化
は
一
年
生
で
二
八
・
六
％
だ
っ
た
も
の
が
二
年
生
で
は
四
七
・
一
％
と
、
一
八
・
五
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、

社
会
が
一
年
生
の
一
六
・
三
％
か
ら
二
九
・
四
％
に
一
三
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
は
二
年
生
が
韓
国
へ
の
短
期
留
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学
や
旅
行
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
実
体
験
が
背
景
に
あ
る
と
み
る
。

　

最
後
に
、
二
年
生
と
四
年
生
の
報
告
題
目
を
比
較
す
る
。
二
年
生
の
報
告
題
目
は
文
化
が
四
七
・
一
％
、
社
会
が
二
九
・
四
％
、
政
治
と

経
済
が
各
々
一
一
・
八
％
と
、
文
化
、
社
会
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
四
年
生
の
報
告
題
目
は
、
社
会
が
二
五
％
、
政
治
、
経

済
、
ド
ラ
マ
が
各
々
一
六
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
が
四
七
・
一
％
か
ら
八
・
三
％
へ
と
三
八
・
八
ポ
イ
ン
ト
も
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ

は
韓
国
訪
問
の
回
数
が
増
え
、
滞
在
期
間
が
長
期
化
し
た
た
め
、
異
文
化
と
し
て
の
違
和
感
が
な
く
な
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
続
い
て
、
特

定
の
分
野
へ
の
集
中
が
な
く
、
韓
国
を
見
る
視
点
が
複
雑
化
、
多
角
化
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
要
約
す
れ
ば
、
Ｌ
Ａ
学
生
の
関
心
は
圧
倒
的
に
韓
国
で
あ
る
。
主
た
る
分
野
は
、
一
年
生
が
文
化
、
ア
イ
ド
ル
、
社
会
で
あ

り
、
学
習
が
進
む
に
つ
れ
て
、
二
年
生
（
韓
国
コ
ー
ス
）
は
文
化
、
社
会
と
な
り
、
四
年
生
（
韓
国
コ
ー
ス
）
は
社
会
、
政
治
、
経
済
へ

と
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
大
き
な
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

  

こ
こ
で
は
主
な
単
行
本
だ
け
を
あ
げ
る
。
旗
田
巍
『
日
本
人
の
朝
鮮
観
』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
九
年
）、
呉
林
俊
『
日
本
人
の
朝
鮮
像
』（
合
同
出
版
、

一
九
七
三
年
）、
中
塚
明
『
近
代
日
本
の
朝
鮮
認
識
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
池
内
敏
『「
唐
人
殺
し
」
の
世
界
―
中
世
民
衆
の
朝
鮮
認
識
』（
臨

川
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
鄭
大
均
『
韓
国
の
イ
メ
ー
ジ
―
戦
後
日
本
人
の
隣
国
観
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
）、
金
光
哲
『
中
近
世
に
お
け
る

朝
鮮
観
の
創
出
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
六
年
）、
南
富
鎭
『
近
代
日
本
と
朝
鮮
人
像
の
形
成
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）、
三
谷
憲
正
『
オ
ン
ド
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ル
と
畳
の
国
―
近
代
日
本
の〈
朝
鮮
観
〉』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）、
琴
秉
洞
『
日
本
人
の
朝
鮮
観
―
そ
の
光
と
影
』（
明
石
書
房
、
二
〇
〇
六

年
）、
鄭
大
均
『
韓
国
の
イ
メ
ー
ジ
―
戦
後
日
本
人
の
隣
国
観
（
増
補
版
）』（
中
央
公
論
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
高
崎
宗
司
『「
妄
言
」
の
原
形
―
戦
後

日
本
人
の
朝
鮮
観
（
定
本
）』（
木
犀
社
、
二
〇
一
四
年
）、
小
倉
和
夫
『
日
本
人
の
朝
鮮
観
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
池
内
敏
『
日

本
人
の
朝
鮮
観
は
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
』（
講
談
社
、
二
〇
一
七
年
）。

2　

  

生
越
直
樹
「
韓
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
形
成
と
韓
国
語
学
習
」『
言
語
・
情
報
・
テ
ク
ス
ト
』
一
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）
二
七
〜
四
一
頁
、

林
炫
情
・
姜
姫
正
「
韓
国
語
及
び
韓
国
文
化
学
習
者
の
意
識
に
関
す
る
調
査
研
究
」『
人
間
環
境
学
研
究
』
五
巻
二
号
（
二
〇
〇
七
年
二
月
）
一
七
〜

三
一
頁
、
呉
正
培
・
金
絃
哲
「
韓
国
語
学
習
者
の
韓
国
イ
メ
ー
ジ
に
見
ら
れ
る
特
徴
―
東
北
大
学
に
お
け
る
学
習
者
と
非
学
習
者
の
比
較
」『
東
北
大

学
高
等
教
育
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
四
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
五
七
〜
六
八
頁
、
呉
正
培
「
日
本
人
大
学
生
の
韓
国
人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

の
内
容
分
析
」『
東
北
亜
文
化
研
究
』
三
五
号
（
二
〇
一
三
年
六
月
）
三
〇
三
〜
三
一
七
頁
、
呉
正
培
・
松
本
一
見
「
日
本
人
大
学
生
の
韓
国
イ
メ
ー

ジ
に
関
す
る
質
的
研
究
」『
言
語
科
学
論
集
』
一
七
号
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
五
九
〜
七
二
頁
、
尹
秀
美
・
南
相
瓔
「
日
本
人
の
韓
国
及
び
韓
国
人

に
関
す
る
意
識
―
金
沢
大
学
学
生
の
「
初
習
言
語
」
学
習
者
の
比
較
を
通
し
て
」『
言
語
文
化
論
叢
』
一
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
一
五
五
〜

一
八
五
頁
、
尹
秀
美
・
南
相
瓔
「
日
本
人
の
韓
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
調
査
研
究
―
金
沢
大
学
学
生
の
「
初
習
言
語
」
学
習
者
間
の
比
較

を
通
し
て
（
そ
の
2
）」『
言
語
文
化
論
叢
』
一
九
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
一
六
九
〜
一
八
五
頁
、
尹
秀
美
・
南
相
瓔
「
日
本
人
の
韓
国
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
調
査
研
究
―
金
沢
大
学
学
生
の
「
初
習
言
語
」
学
習
者
間
の
比
較
を
通
し
て
（
そ
の
3
）」『
言
語
文
化
論
叢
』
二
〇
号
（
二
〇
一
六

年
三
月
）
一
一
五
〜
一
四
〇
頁
、
金
庚
芬
「
日
本
の
大
学
生
の
韓
国
、
韓
国
人
、
韓
国
語
に
対
す
る
好
感
度
―
韓
国
語
学
習
者
・
非
学
習
者
別
に
」
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『
明
星
大
学
研
究
紀
要
―
人
文
学
』
五
三
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
一
七
〜
二
六
頁
、
生
越
直
樹
「
韓
国
語
学
習
と
韓
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
形
成
の

関
係
―
日
本
の
大
学
生
学
習
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
し
て
見
た
現
状
と
変
化
」『
言
語
・
情
報
・
テ
ク
ス
ト
』
二
六
号
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
）

二
七
〜
四
〇
頁
。

3　

広
瀬
貞
三
「
互
い
を
見
つ
め
る
視
線
―
日
本
と
韓
国
」『
私
学
公
論
』
一
九
〇
号
（
一
九
九
三
年
一
一
月
）
一
六
〜
二
一
頁
。
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